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協調学習の手法による道徳の授業づくり

宮捌等吾* 中村謙太* 金城園美*

*琉球大学教育学部附属中学校

1.はじめに

平成27年度3月に特別の教科としての道徳値施科)

の設置について、学習指導要領の一部改正が告示され

た。文部科学省が示した「道徳教育の抜本的な改善・

充実」によれば、道徳の時間の課題として次のことが

あげられている。

・道徳の時聞は各教科に比べて軽視されがち。

-読み物の登場人物の心情理解のみに偏った形式的

な指導。

-発達段階などを十分に踏まえず、生徒に望ましい

と思われる分かりきったことを言わせたり書かせた

りする授業

とある。そこで、その改善策の中に「問題解決的な学

習や体験的な学習などを取り入れ、指導方法を工夫す

ること」が示され、考え、議論する首倍率トの転換に

よって生徒の道徳性をはぐくむというのが今回の道徳

科の趣旨である。

以土のことを踏まえると、卒枝で取り組んでいる協

調学習の手法を道徳の時聞においても取り入れること

は可能である。そこで昨年度より、道徳の授業づくり

の検討を道館推進掛市を中心に取り組みをスタートと

させており、知識構成型ジグソー法による授業実践を

本校研究発表会で実施した。本年度は、各学年協働で

道徳の授業案を作成し、実践することにした。

II. 目的

知識構成型ジグソー法による道徳の授業を各学年協

働で行い、協調的な学習の中で、どのように生徒が、

ねらいとする道側句価値及びそれに基づいた人聞とし

ての生き方についての自覚を深めることができたのか

考察し、その成果と課題から今後の本校における道徳

の授業の研究推進の手がかりを得る。
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ill.実践内容
( 1) 1学年の取り組み

①実践の主題

内蓉項目・主題名

2一 (1)時と場に応じた言動，

2一(2)思いやりの心

②教材づくりの経緯

本校 1学年の生徒の実態をふまえ、今、必要な内容

項目は何なのかを話し合い、主題に基づきながら、授

業を展開した。教材に関しては、道徳の副読本をベー

スにジグソー法へ車議していく内容を練り合い、作成

した。ジグソー法で授業を展開するためのエキスパー

ト資料はもとより、読み物資料も修正を図り活用しt'C.o
1学年では、ひとつの指導案を全員で共有し、全

学級で同じ主題を取り組むことを確認し、さらに1学

級 (1時間)終えるごとに振り返りを行い、次のクラ

スではさらに手直し、修正を図った指導案を基に授業

を行った。

③授業の様子

本時では、導入で「病院でのお見舞いの経験を想

起するJ→展開で「登場人物の気持ちになる(ジグ

ソー活動)J→終末で「学校生活の場面に置き換えて、

あなたならどうする?Jという流れを柱としずら

また、エキスパート資料、ジグソー活動、ワーク

シートの内容をシンプルにすることで、生徒はじっ

くり考えることができていた。

期待される解(言弟が、生徒のワークシートか

ら見取ることができ、ジグソー活動及び、クロストー

ク活動を通して、学校生活のあらゆる場面や、生徒自

身の生活全般に合わせて、自己内省させることができ

た。

クロストーク活動を終え、最終的に期待される解

以上の答え(心の声)を反映していた生徒が多く見ら
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れたと同時に、材樹の主題を最終的にしっかりと受

け止めることができる生徒が多くいた.

ジグソー活動では、資料を読む生徒もいたが、自分

の言葉で伝えている生徒もいた。

エキスパ}ト活動で、登場人物の立場を理解し、ジ

グソー活動で互いの立場を紹介し合わせた。資料を読

み込むカの差が生じ、話し合いの深まらない班もあっ

た。

④成果

1年生は、道憶の授業におけるジグソ}活動は初め

てであったのだが、 1回目、 2回目と回を重ねていくに

つれ、少しとまどいは見えたものの、エキスパート活

動やクロストーク活動に入ると互いに「対話Jを重ね

活動を進めることができていた。

⑤改善のポイント

・道徳の授業を通して、身につけさせたいカを明確

にし、知識構成型ジグソ}法をどう取り入れるか

を吟味すること。

・エキスパート活動の闘いの設定の仕方や、意見皮

換する内容の設定(どのよう街茸働り価値を身に

つけさせたいカ今

・エキスパート資料の内容をどう伝えるのヵ、(補助

亮聞の設定など)

-中，乙、発聞を何にするのか、どの場面で問いかける

かなど、授業デザインの方法

・各括動(エキスパ}ト・ジグソー・クロスト}ク)

ごとの時間配分

-座席のスムーズな移動方法

・ジグソー活動における「対話」の鍛錬。

-ジグソー法の寸車の流れを紺続して行えるようにす

る.道徳でも慣れていく。

-心を揺さぶる臨寸の設定、発聞の工夫の吟味

・クロストークの情性化を図るための教材や聞いの

工夫

・実生活で生かすために道樹蝶践力にどのように

繋げていけるか

⑥各学習活動の様子

エキスパート活動に入る前に、自分の心に問いか

ける時聞を持つ。

(ア)エキスパート活動

4人1グループで各エキスパートの資料を読み込ん

でいく。笹場人物のプロフィーノレ及び心の声)
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4・エキスパート資料A:隆のプロフィール・心の声

4砂エキスパート資料B:祐二のプロフィーノレ・心の声

.エキスパート資料C:琉介おじさんのプロフィーノレ・

心の芦

.エキスパート資料 D:恵美さんのプロフィール・心

の声

園1 エキスパート活動の様子

(イ)ジグソー活動

各エキスパート1人ずつ仏.B.C.D)の4人のグルー

プで、話し合う。その際、各エキスパートのそれぞれ

が自分の言葉でしっかりと伝えることができるように

する。(それぞれの人物の背景を知り、その時の主人公

の気持ちゃ登場人物の気持ちについてディスカッシヨ

園2 ジグソー活動の様子

(ウ)クロストーク

ジグソー活動を通して深めた内容を基に、全員で本

時のテ}マに基づき話し合いを展開していく。

最後に再度、自分の心に問いかけ、本時での学びをと

して実生活で生かすために必要なことについてまとめ

ていく。さらに自分の心の中に見えてきた犬切なこと

について自己との対話を深め自分の考えを発走する。
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固3 クロストーク活動の様子

⑦捜難後のふりかえり(生徒のワークシートより)

(ア)今日の捜業で何を学んだこと

-周りの人のことを考えて行動できるようにする0

.人に迷惑をかけないようにする。

・自分が良いι思ってやったこ左でも、相手にとって
嫌と恩われることもあることがわかった。

-自分のことだけ考えるのではなく、他人の気持ち

も考えて行動する。

-気を遣えることが犬切だと知った。

・周りへの気遣いや、思いやりを大切にするという

こと。

-公共の場では、テンションが上がっても静かにす

べきだと感じた。

-周りの空気を読み相手のことを考えて行動する。

(イ)今日の授業で学んだことを学校生活に活かすた

めに必要なことは何だと思いますか?

-常に相手の気持ちを考えることが必要だと思うB

.状況を見て周りへの声かけなどを自分から行う 0

.~んな場面でも人の気持ちを考えることは大切だ

と思う。

(2) 2学年の取り組み

①実践の主題

内容項目 4-(5)勤労の尊さや意義

②教材づくりの経緯

2学年では6月下旬から職場体験に3日間取り組む。

生街囲々に関して言えば、おおよその生徒が職場体験

を心特ちにしている雰囲気もあるが、中には希望して

いた事業所や職種にマッチしていない生徒もいる。そ

こで、これから迎える職場体験を前に、道徳の授業を

通して、勤労の尊さや意義について道徳的価値を補充、

深化させたいと考える。
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本時のねらいとして、働くということは、周囲の人々

とのコミュニケーションが大切であり、多くの人たち

に支えられていることに気づかせることで、自分なり

の「働くとと」の理解を通して、一人一人の職業につ

いての考え方を育てていきたいと考え、本時を設定し

た。

耕加、アノレバイトをしながら定時制の高校に通う

生徒の作文を「私治、鳴く理由J (第5回「金融と経清

の明日」高校生小論文コンク}ル入賞作品)を資料

として活用した。アルバイト先で失敗ばかりして「自

信がなくなり辞めたくなったj経験の中で、まわりの

人との関わりの中から「働くことの意義」について考

えていく高校生の心の変化が素置に表現されている資

料である。この資料をもとにジグソー法による協調学

習を取り入れるこEで、勤労の尊さや意義について道

徳的価値を補充、深化させることを意図した。

授業については、学年全体で1つの指導案をっくり、

その指導案で1クラスずつ授業を実施し、 2学年の全

学殺で実践した(同じ指導案で3学年の1クラスでも

実施した)。授業のたびに2学年職員で参観し、振り返

りを行い、それを受けて指導案を修正し、次の授業へ

生かしていく方法で、くりかえし授業改善を図ってい

くことができた。

③授業のようす

本時は、 「人はどんな理由で働いているのだろう」

を主発聞に授業を展開した。本時の学習活動の流れを

以下に示す(図4)。

く導入>

導入では、「社会人1年固と 2年目の意識調査J(2014 

年ソニー生命保険会却を用いて、約4割の新人の社

会人が3年以内に辞めたいと考えていることや、実際

に若者の早期商闘践者が多いことをとりあげると、多く

の生徒がとても驚いていた。新人の社会人が「やめた

い」と思う理由をベアで考えさせると、 「仕事内容が

やりたいものじゃなかったのでは?J r人間関係が嫌
になったのか'J r仕事がきっかったのではないか」な
と活発に予想を出し合うようすがうかがえた。実際

に自分が働く経験をするまでには「まだまだ時聞があ

り、ずっと先のことJと考えている生徒が多いことが

予想される中で、 「働くことjを自分ごととして考え

ていくための豊雄づけを行うことができた。
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園 (10分)
「社会人2年目の人に聞きました。最初に就職した

会社でどのぐらい働きたいかたずねたところ、一番

多かった答えはどれだと思いますか?J←若者の早

期隣勝賓恋愛ピ実態をつかむ。

-本時の間い「人はなぜ働くのか」を提示。

《活用資料配付~ i.私が働く理由J (第5回「金融と

経済の明日」高校生小論文コンクーノレ入賞作品)

|エキスパート活到 (10分)

A 母親はどんな気持ちで私のことを叱ったのだろう。

B チーフは私にどんな気持ちで声をかけたのだろう。

C 客は私の働きぶりをみてどう思っているのだろう。

ジグソー活動1~クロストークI (10分)

0それぞれの立場の人の心情を聞いた上で、 「どうし

て『私』は発熱で休んだときに、なぜ働くのかについ

て考えるようになったのか?Jを話し合う。

01"-'4班の人に発表させる。

(10分)

orこのあと『私』は仕事を辞めたいという気持ちか
ら、学校卒業までずっとこのお庖で働きたいという気

持ちに変化します。なぜ気持ちが変化したのだろう

か?Jについて話し合う。

05"-'8班の人に発表させる。

陶人で考えるI(10分)
「今日の授業をふまえて、あなたは職場体験先ではど

のように働きたいですか?J

※個人で考えさせ、ワークシートにまとめる。

図4 本時の学習活動の流れ

くエキスパート活動〉

活用した資料は、年齢の近い高校生の作文であった

ため、生徒も関心を持ち、取り組むようすがうかがえ

た。資料の前半部分を読んだ後、エキスパート活動で

は、アルバイト先での失敗が続き、自信を無くしてし

まう作者に対して、 Ar母の立場J、Br住事先のチー
フの立場J、cr客の立場」の作者をとりまく 3つの立

場の人の気持ちをそれぞれ考えさせたロ 5分ぐらいの

活動であったが、さまざまな立場の人が仕事をする上
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で関わりがあることに目を向けさせることができた。

くジグソー活動・クロストーク>

ジグソー活動の前半では、はじめにエキスパート活

動で話し合ったそれぞれの立場の人の心情を聞いた上

で、 「どうして私は『なぜ働くのか』について考える

ようになったのか」について話し合わせたD クロストー

クでいくつかの班の話し合った内容を共有した。 r嫌

な自分を変えたいと思ったのでは?J r途中で投げ出

すのが悔しいからではないか。」などの意見が挙がっ

ていた。

ジグソー活動の後半では、資料の後半を読んだ後、

「私が『仕事を辞めたい』から『学校卒業までずっと

このお庖で働きたし、』と気持ちが変化したのはなぜか」

について話し合わせ、クロストークでいくつかの班の

話し合った内容を共有した。 rまわりの人に励まされ
て勇気づけられたから」 咋目談に乗ってくれた先輩や

支えてくれた両親への感謝の気持ちから」などの意見

が挙がっていた。本時のねらいとしていた「働くとい

うことは、周囲の人々とのコミュニケーションが大切

であり、多くの人たちに支えられていることに気づか

せる」ことは概ねできたのではないかと考える。

園5本時のジグソー活動のようす

く個人で考える>

授業の終末に、「今日の授業をふまえてあなたは職場

体験先で、どのように働きたいかJと問いかけ、一人

ひとりに考えさせた。その中から 3名の生徒の記述内

容をまとめたのが表1である。生徒のワークシートへ

の記述からは、仕事がつらくても悩みを分かち合える

仲間が大事だという点や、まわりの人への感謝の気持

ちを持って職場体験に取り組みたいということを感じ

ている生徒が多く見られた。
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表1r.職場体験先でどのように働きたいか」の記述内容

生
おそれずに働きたいと，患いました。多分、職場体

徒
験では失敗をするかもしれないけれど、失敗した

A からって落ち込んだりしていたら、また失敗する

かもしれません。なので、落ち込んでも次に生か

せるようにしたいと思います。

生
僕は、今日の授業をふまえて職場体験先では、作

徒
者のように自分なりの働く理由を見つけたいで
B す。なぜなら、どんなに自分に向いていないよう

な仕事でも先輩達の経験を聞いて、その仕事で働

くことの大切さや楽しさを見つけて、働く理由を

見つけたいですユ

生
職場体験先では、小さい頃お世話になった幼稚園

徒 に感謝の気持ちを持って働きたいと思いました。
C お願いされたら笑顔で応える。お願いされなくて

も自分から活動したいと，思いました。

④改善ポイント

授業のワークシートに書き込む分量を減らしたた

め、意見交換はわりとよくできていた。また、エキス

パート活動でそれぞれの立場の気持ちを考えさせるこ

とで、さまざまな立場の人が仕事をする上で関わりが

あることに目を向けさせることができ、 「働くという

ことは、周囲の人々とのコミュニケーションが大切で

あり、多くの人たちに支えられていることに気づかせ

る」ことにつながったのではないかと考える。

一方で、エキスパート活動やジグソー活動の話し合

いが単調で、意見交換にとどまっていてあまり深まり

がなかった。ねらいとする道御句価値をさらに深化さ

せるための、効果的な問いの設定が求められる。また、

授業で考えたことを実践に生かしていく(ここでは、

職場体験)ことをさらに意識して、実際の体験はどう

だったか、「働くこと」の意義について職場体験後はど

う変わったかなど、本時の授業だけでなくその後も見

通した授業デザインを構築する必要がある。

授業づくりを学年体制で取り組み、 rlつのクラス
での授業をみんなで参観、振り返り、授業計画を修正

し、次の実践へ生かす」のサイクノレで授業改善を深め

ていけたのは良かった。その中で、率直に意見皮換し

合う中みんなで授業づくりを行うことができたことが

良かった。
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(1) 3学年の取り組み

任演践の主題「自主自律1-(3) J 

自律の精神を重んじ、自主的に考え、誠実に実

行してその結果に責任を持つ。

@激材づ〈りの経緯

受験を控えている中学三年生にとって、進路決定は、

人生を左右するといっても過言ではないくらい重要で

ある。本校の生徒の実態として、進路先を決定しても

その志願理由が暖昧な生徒が多く、自分の意志によっ

て決定している生徒が少ないように感じていた。その

例として、進路相談をしても具体的な自分の意思では

なく、保護者のアドバイスや先輩や兄弟から得た暖昧

な情報から志願理由を考えていて、自分の主併句な考

えではないと感じることや1月末、進路決定をする三

者面談の席で親と子どもの意見が食い違って決定しか

ねることがあった。そこで、これから迎える進路選択

キ快定を前に、道徳の授業を通して、主併切こ自分が

進む将来の方向性を周囲の考えや意見を参考にしなが

ら、模索し、決定できることを目的として本主題を設

定した。また、本主題を知識構成型ジグソー法による

道徳の授業にすることで、 7月の漠然とした進路に対

する気持ちを生徒同士が互いに対話を通して素直な意

見を自由に交流し、自らの考えを引き出し、再構築す

ることができるのではないかと期待して、本実践を行

った。

教材づくりは、学年全体で1つの指導案をっくり、

その指導案で実践した授業を学年職員で参観し、振り

返りを行い、修正をして、もう一度他の学級で実施す

る方法で授業改善を進めていった。

初回実践した 7月は、最初の三者面談前でもあり、

自分の進路決定については、明確なイメージは持てず、

「なんとなく、親が良い高校だと薦めるから」と他人

任せで進学先を決めている生徒が多くいる状態であっ

た。そこで、場面の設定を最後の進路相談後の進路決

定前日、主人公「チエ子」が、進路決定について家族

と相談したところ、父親と意見が対立し、その場では

結論が出なかったという場面にして、進路選択、決定

が差し迫っている尉兄をイメージさせた。そして、「明

日は進路決定の日、あなたならチエ子さんにどんなア

ドバイスをしますか?Jという中'U境問を設定した。

また、エキスパート資料は、チヱ子さんの進路決定に

対して「チエ子Jr父親Jr担任教師J3つの立場から
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の思いを資料にし、ジグソー活動、クロストークをす

ることで、「自分の進路選択は、多面的に考えた上で、

自分で判断し、決定しなければならない」と感じても

らうことをねらいとして、初回は授業づくりをした。

更に、自分に置き換えて考え、授業で得た道網制面値

を落とし込むため、半年後、進路選択を迫られている

自分自身に手紙を書かせた。

授業後の振りかえりから、その時期、漠然とではあ

るが、進路について関心を持っていることもあり、「エ

キスパート活動は、3つのちがう立場の思いに共感し、

ジグソー活動で、それぞれの立場から活発に話し合い

が行われていたJi授業後で行った進路相談の中で、自

分の考えと親の考えとの葛藤を話してくれる生徒が増

えた」という成果があげられt:oしかし、授業の終末

に手紙を書かせる時間をとったことで、「クロストーク

の時間を十分にとることができなかったんまた、ワー

クシートが授業前後で考えの変容がみとれるものにな

っていなかったため、「生徒のねらいとする道網句価値

が深まったのか、みとることが難しい」などの課題が

上げられた。

2回目の授業実践は、なかなか時間をとることができ

ず、進路決定後の2月に実指することになってしまっ

た。まず、現在の自主自;律に関する意識をみとるため、

進路決定までの経緯、理由、迷っときの決め手は何だ

ったかなどのアンケートを行った。結果から、自分の

将来を見据え、家族と苦悩して自分で判断し、決定し

た生徒もいれば、成績キ惜率、評判できめるなど、主

体性を感じない理由で決定した生徒が混在しているこ

とがわかった。そこで、中，じ噴聞を「今後、後悔しな

い人生の選択をするために大切なことは何だろう ?J

と設定し、中学校卒業後の進路選択で生かせるように

教材づくりを行った。

初回の授業から、改善した部分は、中，乙、発問を卒業

後の進路選択にも生かせること、選択から決定までの

過程だけでなく、決定した後、責任を持って誠実にや

り通すことに視点を持って欲しいというねらいで改善

した。また、ワークシートは、授業前後で同じ中，じ、発

問に答えるものとし、前後で考えの変容がみとれるよ

うにした。そして、ジグソー活動、クロストークに時

間を多く配分し、生徒同士がfづ長に対話できるように

展開を工夫し、教師は極力話さず、生徒同士の対話で

授業を進めていくことを意識した。
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期待する解の要素として、「進路決定は、多面的に考

え、自分の意思で判断し、決定する。そして、それを

誠実に新子することで、責任を持つことの大切さに気

づいている」に設定した。その期待する解の生徒想定

解として、「いろんな人のアドバイスをもらいながら自

分で選んでいき、その選択を成功させるために努力す

るJr自分が決めたことに責任を持って頑張り続ける」

「いろんなアドバイスから自分で判断して決める。そ

の後は、何があっても他のせいにしない」などをあげ

た。

@耀業のようす

導入のはじめに「これから起こりうる人生の大きな

選択はどんなときにあるかな?Jと発問すると、「就職

先Ji大学進学Ji賃貸アパートに住むか、家を買うか」

「素敵併目手」などの発言が多く出てきて、本時の題材

に関心は高いと感じた。次に I後悔のない選択はある

のかな?Jと聞くと、「そんなのないでしょJrじっく

り考えて自分できめれ凶ハいJrわからん」などの発言
があって、多様な反応があり、盛り上がった。その後

で、中心発聞を提示し、個人で自分なりの考えを書い

てもらった。すごく真剣に書いているようすが、印象

的であった。

場面設定のストーリーを読み、「あなたならチエ子さ

んにどんなアドバイスをしますか?Jと発問すると、

最近までの自分の状況を思い出し、自然と近くの生徒

同士で話していた。

エキスパート活動は、 6分間設け、エキスパートArチ

エ子さん」エキスパート Br父親lエキスパート Ci担
任耕市」の各立場からの思いを、班で話し合い、確認

してジグソー活動に進めた。エキスパートAは、自分

と置き換えて考えやすく、納得しやすそうだった。エ

キスパートBは、資料に金銭的な面からの理由やチエ

子の性格も見据えて考えて意見であることが入ってい

るので、「父親ってそうなんだあJiお金かあ。家のロー

ンとかきついな。Jrチエ子の下に2人兄弟がいるのか

あ」などの発言が聞こえ、親の目線をはじめて気づい

たようすの生徒が数名いた。エキスパートCの班を授

業者がまわると、「先生は大変だねJr先生も似たよう
なこと言ってた」などの声をかけられ、自分たちの三

者面談を思い出しているようすだった。しかし、各資

料にメモを記入する欄があり、そこに一生懸命記入す

ることに集中してしまい、対話することがあまりでき
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ていない生徒がいたことは改善点だと感じた。

ジグソー活動は、 11分開設け、各エキスパート資料

の立場からチエ子さんへのアドパイスを考えてもらっ

た。ここでは、エキスパート活動で得たことを班に伝

えることから始めるのだが、資料をあまり見ず、自分

の言葉で、わかりやすく伝えようとする生徒もいれば、

資料の文章をそのまま棒読みして伝えようとする生徒

がいた。自分の言葉で説明できることは、自分がその

資料の立場としてしっかり考えて話せていることなの

で、資料はあまり見ずに伝えることを意識させるため

の指示が必要だと感じた。その後、チエ子参へのアド

パイスを考える活動は、各班で活発に行われていた。

そこで気になったのは、班の中で、影響力のある生徒

の意見に流されてしまい、他の意見が尊重されていな

いような班もあったので、すべての意見を平等に扱っ

て、話し合いを進める雰囲気づくりが不十分だったこ

とを感じた。

クロストークは、 20分開設けることができ、すべて

の班を発表させることを意識して行った。はじめ、 5

つの班を発表させた。その班は、発表内容に少しずつ

違いはあるが、「親や先生のいろんな意見を聞き、最後

は自分で決めると良いj という多面的に考え、自分の

意思で判断し、決定することの重要性に気づけている

ものの、結果に責任を持って誠実に新子する重要性に

は気づいていないようすであった。そこで、「チエ子さ

んに自分を置き換えてみて、今のアドバイスだけで、

気持ち良く決断できるかな?Ji大切なのは、選んで、

決定する前だけなのかな?Jという補助発聞を生徒に

投げかけてみた。その後、残り 7つの班を発表させ、 1

つの班だけが、期待する解の要素に近い発表を行って

いた(図6)。

終末に少し授業者の体験を話し、もう一度中心発聞

について考えてもらった。クロストークに時間をかけ

すぎてしまい、 5分ほど過ぎてしまった。

授業後のワークシートのみとりから、期待する解の

要素を含めた解を書けたのは、38名中10名であった。

その中の2名、生徒A、Bの変容を紹介する。

生徒Aは、授業前は一言「しっかりと考える」とし

か書けていなかったが、進路選択後の自分の頑張りが

重要であることに気づいている記述になっている(図

7)。また、生徒Bは、授業前から多面的に考えて自分

の意思で判断し、決定することが述べられていて、授
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業後は、期待する解の要素を寸づ長に含まれた他の生徒

に紹介したい言E斑だった。(図7)。
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「その高校で本当に頑張ることができるか?自分

次第Ji自分で責任を持って最後までやり遂げられ

るかJとい言芭述がある。

図6 期待する解を発表した班のホワイトボード

残りの28名は、期待する解には達していなかったが、

全員、自分の意思で判断し、決定することが大切であ

ることには気づいていた。ワークシートの感想から、

本時の授業で、自分の進路決定までの経緯を振りかえ

り、「今後、どのように自分の意思で判断し決定してい

こうか」という今後の自分の姿を想像してみる良い機

会になっていたように感じた。

@瀧善ポイント

授業後に学年職員と授業検討して出た本時の改善の

ポイントは、まず、「中'U、発問の設定については、もっ

と身近同苗じ、イメ}ジしやすい発聞にしてはどうか」

人生の選択という言葉は中学生には重く感じ、イメー

ジしにくいという意見だった。また、エキスパート資

料の文章の量や内容、 生徒同士で理解できて、話し合

うことができるように改善する必要があるという意見

もあった。一番強く感じた改善点は、クロストークの

発表させ方や順序、生徒の意見をつないだり、見えて

ない部分にさり気なく 自然に気づかせるような補助発

問などの工夫が必要だということだった。 1つの班が

期待する解に達していたのにも関わらず、学級全体に

広げることができなかったことや、すべての班を発表

させたいために、各班発表させて意見を述べるだけで

終わってしまい、その発表から深まるような展開にも

っていけでなかった。そのことは、授業者も強く感じ

ており、何回もこのような実践を積み重ねて培ってい

く部分だと感じた。
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